
第六章  麻酔科第六章  麻酔科第六章  麻酔科第六章  麻酔科プログラム プログラム プログラム プログラム 

    

麻酔科医麻酔科医麻酔科医麻酔科医はははは全全全全てのてのてのての手術科手術科手術科手術科のののの術式術式術式術式にににに精通精通精通精通することがすることがすることがすることが必要必要必要必要でありでありでありであり，，，，術中術中術中術中にににに起起起起こりこりこりこり

得得得得るるるる様様様様々々々々なななな病態病態病態病態やややや合併症合併症合併症合併症にににに対処対処対処対処するためにするためにするためにするために幅広幅広幅広幅広いいいい内科的知識内科的知識内科的知識内科的知識もももも求求求求められるめられるめられるめられる。。。。ささささ

らにらにらにらに麻酔麻酔麻酔麻酔をかけることによるをかけることによるをかけることによるをかけることによる生体生体生体生体のののの変化変化変化変化やややや，，，，あるいはあるいはあるいはあるいは麻酔手技麻酔手技麻酔手技麻酔手技そのものをそのものをそのものをそのものを理解理解理解理解

するためにはするためにはするためにはするためには臨床解剖学臨床解剖学臨床解剖学臨床解剖学，，，，生理学生理学生理学生理学，，，，薬理学薬理学薬理学薬理学のののの理解理解理解理解はははは必須必須必須必須であるであるであるである。 。 。 。 

またまたまたまた地方地方地方地方のののの中規模病院中規模病院中規模病院中規模病院においてはにおいてはにおいてはにおいては，，，，重症患者重症患者重症患者重症患者のののの急性期管理急性期管理急性期管理急性期管理をををを麻酔科医麻酔科医麻酔科医麻酔科医にににに求求求求めめめめ

られることもられることもられることもられることも多多多多いいいい．．．．単単単単にににに手術室内手術室内手術室内手術室内でのでのでのでの麻酔手技麻酔手技麻酔手技麻酔手技をこれらのをこれらのをこれらのをこれらの患者患者患者患者にににに応用応用応用応用できるだできるだできるだできるだ

けではなくけではなくけではなくけではなく，，，，一人一人一人一人のののの患者患者患者患者のののの全体像全体像全体像全体像をををを把握把握把握把握しししし治療治療治療治療にあたるにあたるにあたるにあたる「「「「侵襲制御医学侵襲制御医学侵襲制御医学侵襲制御医学」「」「」「」「急性急性急性急性

期全身管理医学期全身管理医学期全身管理医学期全身管理医学」」」」としてのとしてのとしてのとしての考考考考ええええ方方方方をををを身身身身につけることをにつけることをにつけることをにつけることを，，，，初期研修初期研修初期研修初期研修のののの到達目標到達目標到達目標到達目標とととと

するするするする． ． ． ． 

    

１１１１．．．．週間予定表 週間予定表 週間予定表 週間予定表 

 ※  ※  ※  ※ ホットラインホットラインホットラインホットライン対応対応対応対応のののの救急患者救急患者救急患者救急患者についてはについてはについてはについては随時随時随時随時，，，，上級医上級医上級医上級医についてについてについてについて診察診察診察診察をををを行行行行うううう． ． ． ． 

    

１１１１．．．．手術患者手術患者手術患者手術患者のののの管理 管理 管理 管理 

  1  1  1  1））））一般目標一般目標一般目標一般目標（（（（GIOGIOGIOGIO） ） ） ） 

 ① ① ① ①手術患者手術患者手術患者手術患者のののの全身評価全身評価全身評価全身評価をををを行行行行うことができる うことができる うことができる うことができる 

 ② ② ② ②麻酔管理麻酔管理麻酔管理麻酔管理にににに必要必要必要必要なななな基本的手技基本的手技基本的手技基本的手技をををを，，，，安全安全安全安全にににに正正正正しくしくしくしく施行施行施行施行できる できる できる できる 

 ③ ③ ③ ③基本的基本的基本的基本的なななな疼痛管理疼痛管理疼痛管理疼痛管理がががが実施実施実施実施できる できる できる できる 

  2  2  2  2））））到達目標到達目標到達目標到達目標（（（（SBOSBOSBOSBO） ） ） ） 

 ① ① ① ①手術手術手術手術をををを必要必要必要必要とするとするとするとする疾患疾患疾患疾患とととと術式術式術式術式についてについてについてについて理解理解理解理解する する する する 

 ② ② ② ②術前診察術前診察術前診察術前診察をををを行行行行いいいい，，，，患者患者患者患者にににに麻酔麻酔麻酔麻酔にににに関関関関するするするする ICICICIC をををを得得得得ることができる ることができる ることができる ることができる 

 ③ ③ ③ ③術前術前術前術前のののの合併症合併症合併症合併症についてについてについてについて的確的確的確的確にににに評価評価評価評価できる できる できる できる 

 ④ ④ ④ ④全身麻酔管理全身麻酔管理全身麻酔管理全身麻酔管理にににに必要必要必要必要なななな術前検査術前検査術前検査術前検査とととと，，，，そのそのそのその結果解釈結果解釈結果解釈結果解釈についてについてについてについて理解理解理解理解する する する する 

 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて麻酔前投薬麻酔前投薬麻酔前投薬麻酔前投薬のののの指示指示指示指示がががが出出出出せる せる せる せる 

 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥基本的基本的基本的基本的なななな呼吸呼吸呼吸呼吸・・・・循環管理循環管理循環管理循環管理についてについてについてについて理解理解理解理解しししし，，，，実施実施実施実施できる できる できる できる 

    月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

8888：：：：30303030～ ～ ～ ～ 抄読会 抄読会 抄読会 抄読会 

カンファレンカンファレンカンファレンカンファレン

ス ス ス ス 

術後回診 術後回診 術後回診 術後回診 

カンファレンカンファレンカンファレンカンファレン

ス ス ス ス 

術後回診 術後回診 術後回診 術後回診 

カンファレンカンファレンカンファレンカンファレン

ス ス ス ス 

術後回診 術後回診 術後回診 術後回診 

カンファレンカンファレンカンファレンカンファレン

ス ス ス ス 

術後回診 術後回診 術後回診 術後回診 

カンファレンカンファレンカンファレンカンファレン

ス ス ス ス 

術後回診 術後回診 術後回診 術後回診 

9999：：：：30303030～ ～ ～ ～ 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 

11111111：：：：00000000～ ～ ～ ～ 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 術前診察 

午後 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 午後 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 午後 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 午後 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 手術麻酔 
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 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦手術後手術後手術後手術後にににに起起起起こりうるこりうるこりうるこりうる合併症合併症合併症合併症とそのとそのとそのとその対応対応対応対応をををを理解理解理解理解する する する する 

 ⑧ ⑧ ⑧ ⑧麻薬麻薬麻薬麻薬をををを含含含含むむむむ各種鎮痛薬各種鎮痛薬各種鎮痛薬各種鎮痛薬のののの基本的基本的基本的基本的なななな使用法使用法使用法使用法をををを理解理解理解理解しししし，，，，実施実施実施実施できる できる できる できる 

 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨手術患者手術患者手術患者手術患者のののの不安不安不安不安をををを受容受容受容受容しししし，，，，適切適切適切適切なななな対応対応対応対応ができる ができる ができる ができる 

  3  3  3  3））））経験経験経験経験すべきすべきすべきすべき項目 項目 項目 項目 

 ① ① ① ①術前診察術前診察術前診察術前診察（（（（患者面接患者面接患者面接患者面接）： ）： ）： ）： 

  問診  問診  問診  問診とととと患者評価患者評価患者評価患者評価，，，，患者患者患者患者へのへのへのへの説明説明説明説明とととと同意 同意 同意 同意 

 ② ② ② ②基本的手技基本的手技基本的手技基本的手技： ： ： ： 

  静脈路確保  静脈路確保  静脈路確保  静脈路確保，，，，動脈動脈動脈動脈ラインラインラインライン確保確保確保確保（（（（動脈血採血動脈血採血動脈血採血動脈血採血），），），），中心静脈路確保中心静脈路確保中心静脈路確保中心静脈路確保， ， ， ， 

  エアウェイ  エアウェイ  エアウェイ  エアウェイ挿入挿入挿入挿入，，，，マスクマスクマスクマスク換気換気換気換気，，，，経口気管挿管経口気管挿管経口気管挿管経口気管挿管，，，，経鼻胃管経鼻胃管経鼻胃管経鼻胃管のののの挿入挿入挿入挿入， ， ， ， 

  腰椎穿刺  腰椎穿刺  腰椎穿刺  腰椎穿刺（（（（脊椎麻酔脊椎麻酔脊椎麻酔脊椎麻酔），），），），尿道尿道尿道尿道カテーテルカテーテルカテーテルカテーテル留置留置留置留置，，，，皮膚消毒法 皮膚消毒法 皮膚消毒法 皮膚消毒法 

 ③ ③ ③ ③麻酔薬麻酔薬麻酔薬麻酔薬のののの使用使用使用使用： ： ： ： 

  吸入麻酔薬  吸入麻酔薬  吸入麻酔薬  吸入麻酔薬，，，，静脈麻酔薬静脈麻酔薬静脈麻酔薬静脈麻酔薬，，，，局所麻酔薬局所麻酔薬局所麻酔薬局所麻酔薬，，，，筋弛緩薬筋弛緩薬筋弛緩薬筋弛緩薬，，，，鎮痛薬鎮痛薬鎮痛薬鎮痛薬，，，，鎮静薬 鎮静薬 鎮静薬 鎮静薬 

 ④ ④ ④ ④人工呼吸管理人工呼吸管理人工呼吸管理人工呼吸管理： ： ： ： 

  調節呼吸  調節呼吸  調節呼吸  調節呼吸（（（（パラメーターパラメーターパラメーターパラメーターのののの設定設定設定設定），），），），補助呼吸補助呼吸補助呼吸補助呼吸，，，，血液血液血液血液ガスガスガスガス分析 分析 分析 分析 

 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤循環管理循環管理循環管理循環管理： ： ： ： 

  輸液管理  輸液管理  輸液管理  輸液管理，，，，電解質管理電解質管理電解質管理電解質管理，，，，循環作動薬循環作動薬循環作動薬循環作動薬（（（（昇圧薬昇圧薬昇圧薬昇圧薬，，，，降圧薬降圧薬降圧薬降圧薬，，，，抗不整脈薬抗不整脈薬抗不整脈薬抗不整脈薬） ） ） ） 

    

2222．．．．救急患者救急患者救急患者救急患者のののの管理 管理 管理 管理 

  1  1  1  1））））一般目標一般目標一般目標一般目標（（（（GIOGIOGIOGIO） ） ） ） 

 ① ① ① ①病院前救護病院前救護病院前救護病院前救護についてについてについてについて理解理解理解理解する する する する 

 ② ② ② ②救急患者救急患者救急患者救急患者のののの重症度重症度重症度重症度・・・・緊急度緊急度緊急度緊急度のののの評価評価評価評価ができるができるができるができる    

 ③ ③ ③ ③心肺蘇生法心肺蘇生法心肺蘇生法心肺蘇生法をををを実施実施実施実施，，，，指導指導指導指導できる できる できる できる 

  2  2  2  2））））到達目標到達目標到達目標到達目標（（（（SBOSBOSBOSBO） ） ） ） 

 ① ① ① ①発症状況発症状況発症状況発症状況のののの把握把握把握把握とととと病歴病歴病歴病歴のののの聴取聴取聴取聴取ができる ができる ができる ができる 

 ② ② ② ②バイタルサインバイタルサインバイタルサインバイタルサインをををを把握把握把握把握しししし，，，，経時的経時的経時的経時的チェックチェックチェックチェックができる ができる ができる ができる 

 ③ ③ ③ ③全身全身全身全身のののの理学的所見理学的所見理学的所見理学的所見をとることができる をとることができる をとることができる をとることができる 

 ④ ④ ④ ④必要必要必要必要なななな検査法検査法検査法検査法をををを選択選択選択選択できるできるできるできる（（（（採血採血採血採血，，，，画像検査画像検査画像検査画像検査，，，，生理学検査生理学検査生理学検査生理学検査） ） ） ） 

 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤傷病傷病傷病傷病のののの重症度重症度重症度重症度・・・・緊急度緊急度緊急度緊急度をををを評価評価評価評価しししし，，，，検査検査検査検査・・・・治療治療治療治療のののの優先度優先度優先度優先度をををを判断判断判断判断できる できる できる できる 

 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥BLSBLSBLSBLS，，，，ACLSACLSACLSACLS をををを実施実施実施実施できるできるできるできる．．．．BLSBLSBLSBLS についてはについてはについてはについては指導指導指導指導をををを行行行行うことができる うことができる うことができる うことができる 

 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦外傷初期診療外傷初期診療外傷初期診療外傷初期診療についてについてについてについて理解理解理解理解する する する する 

 ⑧ ⑧ ⑧ ⑧専門医専門医専門医専門医コンサルテーションコンサルテーションコンサルテーションコンサルテーションがががが適切適切適切適切にににに行行行行える える える える 

 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨緊急手術緊急手術緊急手術緊急手術のののの適応適応適応適応をををを判断判断判断判断できできできでき，，，，手術部門手術部門手術部門手術部門とのとのとのとの連携連携連携連携をををを取取取取ることができる ることができる ることができる ることができる 

 ⑩ ⑩ ⑩ ⑩死亡診断書死亡診断書死亡診断書死亡診断書////検案書検案書検案書検案書がががが作成作成作成作成できる できる できる できる 

  3  3  3  3））））経験経験経験経験すべきすべきすべきすべき項目 項目 項目 項目 

 ① ① ① ①軽度軽度軽度軽度なななな外傷外傷外傷外傷・・・・熱傷熱傷熱傷熱傷のののの処置 処置 処置 処置 

  圧迫止血法  圧迫止血法  圧迫止血法  圧迫止血法，，，，包帯法包帯法包帯法包帯法，，，，局所麻酔法局所麻酔法局所麻酔法局所麻酔法，，，，皮膚切開皮膚切開皮膚切開皮膚切開，，，，皮膚縫合 皮膚縫合 皮膚縫合 皮膚縫合 
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 ② ② ② ②心肺停止 心肺停止 心肺停止 心肺停止 

  BLS  BLS  BLS  BLS，，，，ACLSACLSACLSACLS，，，，原因診断原因診断原因診断原因診断，，，，家族家族家族家族へのへのへのへの ICICICIC，，，，診断書診断書診断書診断書のののの作成作成作成作成，，，，死後処置 死後処置 死後処置 死後処置 

 ③ ③ ③ ③急性循環不全 急性循環不全 急性循環不全 急性循環不全 

  循環血液量減少性  循環血液量減少性  循環血液量減少性  循環血液量減少性・・・・心原性心原性心原性心原性・・・・敗血症敗血症敗血症敗血症////アナフィラキシーアナフィラキシーアナフィラキシーアナフィラキシー性性性性・・・・神経原性 神経原性 神経原性 神経原性 

 ④ ④ ④ ④急性呼吸不全 急性呼吸不全 急性呼吸不全 急性呼吸不全 

  上気道  上気道  上気道  上気道，，，，下気道下気道下気道下気道，，，，肺肺肺肺，，，，中枢性 中枢性 中枢性 中枢性 

 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤脳血管障害 脳血管障害 脳血管障害 脳血管障害 

  出血  出血  出血  出血（（（（ICHICHICHICH，，，，SDHSDHSDHSDH，，，，EDHEDHEDHEDH，，，，SAHSAHSAHSAH），），），），TIATIATIATIA，，，，梗塞梗塞梗塞梗塞，ｔ，ｔ，ｔ，ｔPAPAPAPA のののの適応 適応 適応 適応 

 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥意識障害 意識障害 意識障害 意識障害 

 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦急性腹症 急性腹症 急性腹症 急性腹症 

 ⑧ ⑧ ⑧ ⑧多発外傷多発外傷多発外傷多発外傷，，，，重症外傷 重症外傷 重症外傷 重症外傷 

 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨急性中毒    薬物急性中毒    薬物急性中毒    薬物急性中毒    薬物，，，，毒物毒物毒物毒物，，，，化学薬品化学薬品化学薬品化学薬品，，，，ガス ガス ガス ガス 

    

3333．．．．ICUICUICUICU 患者患者患者患者のののの管理 管理 管理 管理 

  1  1  1  1））））一般目標一般目標一般目標一般目標（（（（GIOGIOGIOGIO） ） ） ） 

 全身管理 全身管理 全身管理 全身管理にににに必要必要必要必要なななな知識知識知識知識・・・・技術技術技術技術をををを正正正正しくしくしくしく身身身身につける につける につける につける 

 上級医 上級医 上級医 上級医のののの指導指導指導指導のののの下下下下でででで，，，，治療方針治療方針治療方針治療方針をををを立立立立てることができる てることができる てることができる てることができる 

 各職種 各職種 各職種 各職種とととと適切適切適切適切にににに連携連携連携連携をををを取取取取りりりり，，，，円滑円滑円滑円滑にににに治療治療治療治療をををを進進進進めることができる めることができる めることができる めることができる 

  2  2  2  2））））到達目標到達目標到達目標到達目標（（（（SBOSBOSBOSBO） ） ） ） 

 ① ① ① ①重症患者重症患者重症患者重症患者のののの問題点問題点問題点問題点とそのとそのとそのとその原因原因原因原因，，，，重症度重症度重症度重症度についてについてについてについて評価評価評価評価することができる することができる することができる することができる 

 ② ② ② ②治療方針治療方針治療方針治療方針とそのとそのとそのとその効果判定効果判定効果判定効果判定についてについてについてについて，，，，上級医上級医上級医上級医ととととディスカッションディスカッションディスカッションディスカッションができる ができる ができる ができる 

 ③ ③ ③ ③診療録診療録診療録診療録をををを POSPOSPOSPOS 方式方式方式方式でででで記載記載記載記載することができる することができる することができる することができる 

 ④ ④ ④ ④人工呼吸器人工呼吸器人工呼吸器人工呼吸器をををを使用使用使用使用することができる することができる することができる することができる 

 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤各種血液検査血液各種血液検査血液各種血液検査血液各種血液検査血液のののの結果結果結果結果をををを理解理解理解理解しししし，，，，治療方針治療方針治療方針治療方針にににに反映反映反映反映できる できる できる できる 

 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥各種各種各種各種モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング機器機器機器機器のののの使用法使用法使用法使用法をををを理解理解理解理解しししし，，，，治療治療治療治療にににに役立役立役立役立てることができる てることができる てることができる てることができる 

 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦各種血液浄化法各種血液浄化法各種血液浄化法各種血液浄化法のののの適応適応適応適応をををを理解理解理解理解しししし，，，，実施実施実施実施することができる することができる することができる することができる 

 ⑧ ⑧ ⑧ ⑧循環補助装置循環補助装置循環補助装置循環補助装置のののの構造構造構造構造とととと適応適応適応適応をををを理解理解理解理解する する する する 

 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨基本的基本的基本的基本的なななな薬剤薬剤薬剤薬剤（（（（循環作動薬循環作動薬循環作動薬循環作動薬，，，，鎮静薬鎮静薬鎮静薬鎮静薬，，，，抗生物質抗生物質抗生物質抗生物質などなどなどなど））））がががが使用使用使用使用できる できる できる できる 

 ⑩ ⑩ ⑩ ⑩基本的基本的基本的基本的なななな栄養管理栄養管理栄養管理栄養管理（（（（経中心静脈経中心静脈経中心静脈経中心静脈，，，，経腸経腸経腸経腸））））ができる ができる ができる ができる 

 ⑪ ⑪ ⑪ ⑪患者重症度患者重症度患者重症度患者重症度のののの評価評価評価評価（（（（Apache systemApache systemApache systemApache system，，，，ISSISSISSISS などなどなどなど））））ができる ができる ができる ができる 

  3  3  3  3））））経験経験経験経験すべきすべきすべきすべき項目 項目 項目 項目 

 ① ① ① ①多臓器不全患者多臓器不全患者多臓器不全患者多臓器不全患者のののの管理 管理 管理 管理 

 ② ② ② ②人工呼吸管理 人工呼吸管理 人工呼吸管理 人工呼吸管理 

 ③ ③ ③ ③ショックショックショックショック患者患者患者患者のののの管理 管理 管理 管理 

 ④ ④ ④ ④多発外傷患者多発外傷患者多発外傷患者多発外傷患者のののの管理 管理 管理 管理 

 ⑤⑤⑤⑤薬物中毒薬物中毒薬物中毒薬物中毒////COCOCOCO 中毒患者中毒患者中毒患者中毒患者のののの管理 管理 管理 管理 
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